
　生物多様性条約締約国会議 COP10 が名古屋
で開催された。民族植物学とはとても関わりの
ある国際条約であり、めったにない日本開催で
もある。そのため筆者も興味があり、財団法
人森とむらの会／植物と人々の博物館および
CBD 市民ネット・人々とたねの作業部会とし
て関わることにした。
　実際、植物と人々の博物館研究員と民族植物
研究室の院生・学生の 10 人ほどが、相当な時
間と費用を使うことになった。在来品種の種子
保存のために提言書を作成して会議場で配布し
たが、これによって筆者らが国際的、国内的に
どれほどの影響力をもったのかはまったくもっ
て心もとない。ただ、著者が主体的に関わった
ことに対して責任を明確にする意味で、経過を
記録しておきたい。

　2009 年末頃から生物多様性保全に関するシン
ポジウムに講演依頼を受けるようになった。「生
物多様性シンポジウム」（千葉中央博物館、11
月 8 日）、「生物多様性シンポジウム」（国際農
林業協働協会、JICA 東京センター、2010 年 1
月 29 日）、「遺伝資源研究会―日本の生物遺伝
資源管理のこれから―」（農林生物資源研究所、
7 月 21 日）、「伝統野菜・在来品種を引き継ぐ」（日
本有機農業研究会シンポジウム、国学院大学、
11 月 23 日）ほかである。
　2010 年 2 月には CBD 市民ネット・人々とた
ねの未来作業部会を準備することになった。こ
の作業部会では東京学習会を引き受けて合計 5
回の講義を行った。
・第 1 回（2011 年 6 月 18 日）　種子、種、植物

の性、種子の存在意義について
・第 2 回（7 月 2 日）　植物の栽培化過程、栽培

植物、変異と選択、栽培化とは何か
・第 3 回（7 月 23 日）　たねから胃袋まで、農

生物多様性条約締約国会議 COP10 の辺境にて
木俣美樹男 

At the frontier of COP10 on Convention of Biodiversity
Mikio KIMATA, FSIFEE, Tokyo Gakugei University

耕文化基本複合、農耕の起源、農耕文化の伝
播、農耕文化について

・第 4 回（9 月 3 日）　生物文化多様性保全、た
ねの保存～行政、公共、市民、市民活動～伝
統と民族、種子の保存・供給について

・第 5 回（9 月 17 日）　生物多様性条約 COP10
に向けて、私たちは何をするのか、たねのた
めに何ができるのか、その成果として何が未
来につながるのか

　作業部会については、東京開催分について記
録しておく。上述の学習会の後に東京での作業
部会を行った。
・第 1 回作業部会（3 月 4 日）　作業部会の発足

について、GEIC ／ EPO 会議室
・第 2 回作業部会（4 月 30 日）　作業部会の運

営について、GEIC ／ EPO 会議室
・第 3 回作業部会（6 月 18 日）　ルノアール
・第 4 回作業部会（7 月 2 日）　ルノアール
・100 日前イベント／国連大学（7 月 10 日）
・第 5 回作業部会（7 月 23 日）　天笠氏、道家

氏の講演を含む。東京学芸大学環境教育実践
施設

・第 6 回作業部会（9 月 3 日）　提言の検討
・第 7 回作業部会（9 月 17 日）　渡辺氏の講演、

提言の検討
・第 8 回作業部会（9 月 25 日）　COP10 での作

業打ち合せ
・COP10（10 月中）、名古屋国際会議場　野菜

在来品種、パネルなどの展示、提言の配布、
シンポジウムの開催

　この試みが筆者の保存してきた雑穀などの在
来品種種子とは無縁であることを、当初から心
得ていたので、現場と関わりのないこのくにの
生物文化多様性保全の在り方と不公正な人間世
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界に対して一言は言っておきたいと思ったにす
ぎない。案の定、国際会議はお祭りで踊っただ
けで、冷めていた筆者の種子保存には何ら関わ
らなかった。
　ただし、野口種苗研究所の野口氏および長崎
の自家採種有機農家の岩崎氏から総計 50 余品
種の在来野菜種子を提供していただいた。名古

屋の南山大学附属南山中高校および名古屋市立
向陽高校の先生と生徒の皆様にこの種子を播種
していただき、移植作業を行い（10 月 10 日）、
会場で栽培展示した。また、GLOBE 生徒集会
の環境学習では「野菜のいろいろ」を担当した。
これら関係者の皆様に大変にお世話になりまし
たので、心より御礼を申し上げる。

図１．CBDCOP10 名古屋会場の様子。左は野菜在来品種の展示準備、
右は展示ブースで、植物と人々の博物館および和田・大崎のポスターが展示してある。
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＊ CBD 市民ネット・人々とたねの作業部会が CBD・COP10 会場で配布した提言（和文と英文）を資料として、
　以下に再録しておく。
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